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農
林
水
産
物
等
の
安
定
的
な
供
給
の
機
能
及
び
国
土
の

保
全
等
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
農
山
漁
村
の
活
力
の
維
持
向
上
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
と
国
民
生
活
の
安

定
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
我
が
国
の
農
林
漁
業
及
び
農
山
漁
村
は

内
外
の
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
農
林
水
産
物

価
格
の
低
迷
等
に
よ
る
所
得
の
減
少
、
高
齢
化
や
過
疎

化
の
進
展
等
に
よ
り
、
農
山
漁
村
の
活
力
は
著
し
く
低

下
し
て
い
る
。

我
々
は
、
一
次
産
業
と
し
て
の
農
林
漁
業
と
、
二
次

産
業
と
し
て
の
製
造
業
、
三
次
産
業
と
し
て
の
小
売
業

等
の
事
業
と
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
を
図
り
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す

六
次
産
業
化
の
取
組
と
、
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
る
国
産
の
農
林
水
産
物
の
消
費

を
拡
大
す
る
地
産
地
消
等
の
取
組
が
相
ま
っ
て
、
農
林

漁
業
者
の
所
得
の
確
保
を
通
じ
て
農
林
漁
業
の
持
続
的

か
つ
健
全
な
発
展
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
農
山
漁

村
の
活
力
の
再
生
、
消
費
者
の
利
益
の
増
進
、
食
料
自

給
率
の
向
上
等
に
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
確
信
す

る
。同

時
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
農
山
漁
村
に
豊
富
に

存
在
す
る
土
地
、
水
そ
の
他
の
資
源
の
有
効
な
活
用
、

地
域
に
お
け
る
食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
、
農
林
水

産
物
の
生
産
地
と
消
費
地
と
の
距
離
の
縮
減
等
を
通

じ
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
寄
与
す
る
こ
と
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
に

関
す
る
施
策
を
講
じ
て
農
山
漁
村
に
お
け
る
六
次
産
業

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
産
の
農
林
水
産
物
の
消

費
を
拡
大
す
る
地
産
地
消
等
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
こ

と
と
し
た
。（
前
文
関
係
）

２

目
的

こ
の
法
律
は
、
農
林
漁
業
の
振
興
を
図
る
上
で
農
林

漁
業
経
営
の
改
善
及
び
国
産
の
農
林
水
産
物
の
消
費
の

拡
大
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
農
林
水
産
物

等
及
び
農
山
漁
村
に
存
在
す
る
土
地
、
水
そ
の
他
の
資

源
を
有
効
に
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
事
業
の

多
角
化
及
び
高
度
化
、
新
た
な
事
業
の
創
出
等
に
関
す

る
施
策
並
び
に
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農

林
漁
業
等
の
振
興
、
農
山
漁
村
そ
の
他
の
地
域
の
活
性

化
及
び
消
費
者
の
利
益
の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
食

料
自
給
率
の
向
上
及
び
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
社
会

の
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

３

農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
農
林
漁
業
及
び
関
連
事
業
の

総
合
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
理
念

農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
農
林
漁
業
及
び
関
連
事
業
の

総
合
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
た
。（
第
二

条
関
係
）

４

定
義
（
第
二
章
関
係
）

こ
の
章
に
お
け
る
「
農
林
漁
業
者
等
」、「
農
林
水
産

物
等
」、「
農
林
漁
業
及
び
関
連
事
業
の
総
合
化
」、「
総
合

化
事
業
」、「
研
究
開
発
・
成
果
利
用
事
業
」
及
び
「
産

地
連
携
野
菜
供
給
契
約
」を
定
義
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

５

農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
農
林
漁
業
及
び
関
連
事
業
の

総
合
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

農
林
水
産
大
臣
は
、
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
農
林
漁

業
及
び
関
連
事
業
の
総
合
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方

針
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

６

総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
等

^

農
林
漁
業
者
等
は
、
総
合
化
事
業
に
関
す
る
計
画

を
作
成
し
、
こ
れ
を
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
て
、

そ
の
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
及
び
第
六
条
関

係
）

_

総
合
化
事
業
計
画
に
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
農
林
漁
業
者
等
以
外
の
者
の
行
う
措
置
に
関
す
る

計
画
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五

条
第
四
項
関
係
）

７

研
究
開
発
・
成
果
利
用
事
業
計
画
の
認
定
等

研
究
開
発
・
成
果
利
用
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者

は
、
研
究
開
発
・
成
果
利
用
事
業
に
関
す
る
計
画
を
作

成
し
、
こ
れ
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
て
、
そ
の
計
画
が

適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。（
第
七
条
及
び
第
八
条
関
係
）

８

農
業
改
良
資
金
融
通
法
の
特
例

^

認
定
総
合
化
事
業
に
農
業
改
良
措
置
を
支
援
す
る

た
め
の
措
置
が
含
ま
れ
る
場
合
に
、
６
の
_

の
農
林

漁
業
者
等
以
外
の
者
が
行
う
当
該
措
置
を
農
業
改
良

措
置
と
み
な
し
て
、
農
業
改
良
資
金
融
通
法
の
規
定

を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第
一
項
関
係
）

_

認
定
総
合
化
事
業
を
行
う
の
に
必
要
な
農
業
改
良

資
金
の
償
還
期
間
及
び
据
置
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
九
条
第
二
項
関
係
）

９

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
助
成
法
の
特
例

^

認
定
総
合
化
事
業
に
林
業
・
木
材
産
業
改
善
措
置

を
支
援
す
る
た
め
の
措
置
が
含
ま
れ
る
場
合
に
、
６

の
_

の
農
林
漁
業
者
等
以
外
の
者
が
行
う
当
該
措
置

を
林
業
・
木
材
産
業
改
善
措
置
と
み
な
し
て
、
林

業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
助
成
法
の
規
定
を
適
用
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
第
一
項
関
係
）

_

認
定
総
合
化
事
業
を
行
う
の
に
必
要
な
林
業
・
木

材
産
業
改
良
資
金
の
償
還
期
間
及
び
据
置
期
間
を
延

長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
第
二
項
及
び
第
三

項
関
係
）

14

食
品
流
通
構
造
改
善
促
進
法
の
特
例

食
品
流
通
構
造
改
善
促
進
機
構
が
、
食
品
の
製
造
等

の
事
業
を
行
う
者
が
実
施
す
る
認
定
総
合
化
事
業
又
は

認
定
研
究
開
発
・
成
果
利
用
事
業
に
必
要
な
資
金
の
借

入
れ
に
係
る
債
務
保
証
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
五
条
関
係
）

15

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
の
特
例

認
定
総
合
化
事
業
計
画
に
従
っ
て
産
地
連
携
野
菜
供

給
契
約
に
基
づ
く
指
定
野
菜
の
供
給
の
事
業
を
行
う
者

を
登
録
生
産
者
と
み
な
し
て
、
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法

第
一
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
六

条
関
係
）

16

種
苗
法
の
特
例

農
林
水
産
大
臣
は
、
認
定
研
究
開
発
・
成
果
利
用
事

業
の
成
果
に
係
る
出
願
品
種
に
関
す
る
品
種
登
録
出
願

に
つ
い
て
、
そ
の
出
願
者
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
者

で
あ
る
と
き
は
、
出
願
料
を
軽
減
し
、
又
は
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
と
し
た
。（
第
一
七
条
関
係
）

17

農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
農
林
漁
業
及
び
関
連
事
業
の

総
合
化
の
促
進
に
関
す
る
国
等
の
施
策
等

農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
農
林
漁
業
及
び
関
連
事
業
の

総
合
化
の
促
進
に
関
す
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
施

策
等
に
つ
い
て
定
め
た
。（
第
一
八
条
〜
第
二
〇
条
関

係
）

18

定
義
（
第
三
章
関
係
）

こ
の
章
に
お
け
る
「
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
」

を
定
義
し
た
。（
第
二
五
条
関
係
）

10

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
助
成
法
の
特
例

^

認
定
総
合
化
事
業
に
近
代
的
な
漁
業
技
術
そ
の
他

合
理
的
な
漁
業
生
産
方
式
の
導
入
を
支
援
す
る
た
め

の
措
置
が
含
ま
れ
る
場
合
に
、
６
の
_

の
農
林
漁
業

者
等
以
外
の
者
が
当
該
措
置
を
行
う
の
に
必
要
な
一

定
の
資
金
を
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
助
成
法
第
二
条
第

二
項
の
経
営
等
改
善
資
金
と
み
な
し
て
、
同
法
の
規

定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
第
一
項
関

係
）

_

認
定
総
合
化
事
業
を
行
う
の
に
必
要
な
一
定
の
経

営
等
改
善
資
金
の
償
還
期
間
及
び
据
置
期
間
を
延
長

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項

関
係
）

11

農
地
法
の
特
例

認
定
総
合
化
事
業
計
画
又
は
認
定
研
究
開
発
・
成
果

利
用
事
業
計
画
に
従
っ
て
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に

す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
等
と
し
た
。（
第
一
二
条
関

係
）

12

酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
特

例
認
定
総
合
化
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
草
地
の

形
質
の
変
更
で
あ
っ
て
、
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
振

興
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
に
よ
る
届
出

を
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
等
と
し
た
。（
第
一
三
条
関

係
）

13

都
市
計
画
法
の
特
例

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
認
定
総
合
化
事
業
計

画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
開
発
行
為
は
、
都
市
計
画
法
第

三
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
四
号

に
掲
げ
る
開
発
行
為
と
み
な
す
こ
と
等
と
し
た
。（
第
一

四
条
関
係
）
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